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■
１
０
０
％
達
成
の

目
標
年
度
を
示
す

教
育
Ｄ
Ｘ
に
係
る
Ｋ
Ｐ
Ｉ

（
目
標
達
成
に
向
け
た
評
価

指
標
）
の
方
向
性
（
表
参

照
）
は
今
年
度
中
に
確
定
さ

せ
る
方
向
で
現
在
地
方
自
治

体
を
始
め
と
し
た
意
見
を
収

集
し
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を

図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

児
童
生
徒
の
キ
ー
ボ
ー
ド

入
力
時
間
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ

プ
や
情
報
活
用
能
力
調
査
下

位
層
の
減
少
な
ど
子
供
に
関

す
る
も
の
や
指
導
者
用
端
末

の
整
備
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
や
り
と
り

廃
止
、
生
成
Ａ
Ｉ
の
校
務
活

用
、
ク
ラ
ウ
ド
対
応
の
教
育

情
報
に
関
す
る
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
ポ
リ
シ
ー
策
定
（
関
連
５

面
）
、
校
務
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ

ン
フ
リ
ー
な
ど
具
体
的
な
指

標
が
並
び
、
１
０
０
％
達
成

目
標
年
度
を
示
し
た
。
「
平

均
値
超
え
」
で
は
許
さ
れ
な

い
指
標
と
な
っ
て
い
る
。

本
Ｋ
Ｐ
Ｉ
は
次
々
回
の
端

末
更
新
の
た
め
の
目
安
と
な

る
重
要
な
指
標
で
あ
り
、
か

つ
次
回
端
末
更
新
の
仕
様
書

「
公
立
学
校
情
報
機
器
整
備

事
業
に
係
る
各
種
計
画
の
策

定
要
領
」
に
各
種
計
画
へ
盛

り
込
む
べ
き
観
点
と
し
て
掲

載
さ
れ
て
い
る
（
現
時
点
で

は
未
確
定
の
た
め
参
考
資

料
）
。

既
に
収
集
済
の
地
方
自
治

体
か
ら
の
意
見
に
は
「
Ｋ
Ｐ

Ｉ
案
は
い
ず
れ
も
妥
当
」

「
教
育
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

ポ
リ
シ
ー
策
定
済
の
自
治
体

１
０
０
％
と
い
う
指
標
は
市

町
村
に
働
き
か
け
を
行
う
際

の
後
押
し
に
な
り
、
あ
り
が

た
い
」
な
ど
肯
定
的
な
意
見

も
多
い
。
ま
た
地
方
財
政
措

置
に
つ
い
て
「
指
導
者
用
端

末
の
整
備
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員

の
配
置
を
Ｋ
Ｐ
Ｉ
と
す
る
な

ら
ば
地
方
財
政
措
置
の
積
算

額
を
示
し
て
」
と
い
う
要
望

や
「
次
世
代
の
校
務
支
援
シ

ス
テ
ム
の
定
義
を
明
確
に
」

と
い
う
要
望
も
上
が
っ
た
。

Ｆ
Ａ
Ｘ
使
用
原
則
廃
止
に
つ

い
て
は
「
送
信
先
側
の
ニ
ー

ズ
に
合
わ
せ
て
Ｆ
Ａ
Ｘ
を
選

択
し
て
い
る
状
況
も
あ

る
」
、
ゼ
ロ
ト
ラ
ス
ト
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
構
築
に
つ

い
て
は
「
予
算
確
保
の
た
め

の
補
助
を
期
待
」
等
、
Ｋ
Ｐ

Ｉ
達
成
に
お
け
る
現
時
点
で

の
課
題
も
指
摘
さ
れ
た
。

当
日
の
討
議
で
は
「
Ｉ
Ｃ

Ｔ
支
援
員
４
校
に
つ
き
１
人

と
い
う
指
標
で
は
な
く
実
質

的
な
も
の
が
わ
か
る
よ
う
な

指
標
に
。
週
１
回
訪
問
と
す

る
な
ら
ば
３
校
に
つ
き
１
人

程
度
が
望
ま
し
い
」
「
深
い

理
解
へ
の
効
果
計
測
も
検
討

し
て
」
な
ど
の
意
見
も
出

た
。

◇
・
◇
・
◇

現
在
、
準
備
が
進
ん
で
い

る
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
端
末
更
新
に
つ

い
て
は
第
２
期
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
端

末
の
ス
ペ
ッ
ク
向
上
箇
所
を

比
較
し
て
示
し
た
。
Ｏ
Ｓ
は

最
新
と
し
、
画
面
の
大
き
さ

も
最
低
サ
イ
ズ
を
１０
㌅
に
変

更
。
キ
ー
ボ
ー
ド
と
共
に
タ

ッ
チ
ペ
ン
も
必
須
と
し
た
。

ま
た
Ｏ
Ｓ
事
業
者
が
提
供
す

る
ラ
イ
セ
ン
ス
の
バ
ー
ジ
ョ

ン
ア
ッ
プ
費
用
も
補
助
対
象

と
し
て
い
る
（
表
参
照
）
。

文
部
科
学
省
は
２
月
２６
日
、
第
３
回
デ
ジ
タ
ル
学
習
基

盤
特
別
委
員
会
（
座
長
＝
堀
田
龍
也
・
東
北
大
学
大
学
院

教
授
）
を
開
催
。
「
義
務
教
育
の
在
り
方
中
間
ま
と
め
」

「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
端
末
更
新
等
進
行
状
況
」
「
次
期
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環

境
整
備
方
針
の
在
り
方
Ｗ
Ｇ
審
議
経
過
」
（
左
記
事
参

照
）
「
校
務
Ｄ
Ｘ
化
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
基
づ
く
自
己
点

検
結
果
」
「
教
育
Ｄ
Ｘ
に
係
る
Ｋ
Ｐ
Ｉ
の
方
向
性
」
ほ
か

に
つ
い
て
報
告
・
討
議
。
そ
の
中
か
ら
現
在
検
討
中
の
Ｋ

Ｐ
Ｉ
の
方
向
性
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
。

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
に

ふ
さ
わ
し
い
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環

境
整
備
指
針
を
策
定
す
る
た

め
の
検
討
が
進
ん
で
い
る
。

中
央
教
育
審
議
会
初
等
中
等

教
育
分
科
会
デ
ジ
タ
ル
学
習

基
盤
特
別
委
員
会
の
下
に
設

置
さ
れ
た
次
期
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境

整
備
方
針
の
在
り
方
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
（
主
査
＝
高

橋
純
教
授
・
東
京
学
芸
大

学
）
の
第
３
回
会
議
が
２
月

２２
日
開
催
さ
れ
、
基
本
的
な

方
針
と
学
習
者
用
端
末
や
１

人
１
台
環
境
、
大
型
提
示
装

置
等
周
辺
機
器
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支

援
員
の
考
え
方
に
つ
い
て
討

議
。
次
期
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備

指
針
は
現
行
か
ら
大
き
く
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
た
も
の
と

な
り
そ
う
だ
。
本
整
備
方
針

は
２
０
２
５
年
度
か
ら
の
学

校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
の
た
め

の
地
方
財
政
措
置
の
積
算
の

基
本
と
な
る
。

■
こ
れ
ま
で
の
学
び
と

異
な
る
基
盤
を
整
備

冒
頭
の
基
本
方
針
に
は

「
１
人
１
台
端
末
を
は
じ
め

と
す
る
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境

は
、
こ
れ
ま
で
通
り
の
指
導

や
学
習
を
効
率
化
す
る
た
め

の
も
の
で
は
な
く
個
別
最
適

な
学
び
と
協
働
的
な
学
び
の

一
体
的
な
充
実
を
図
る
上
で

必
要
不
可
欠
な
学
習
基
盤
」

と
記
載
。
整
備
目
的
が
「
こ

れ
ま
で
通
り
の
指
導
を
効
率

化
す
る
こ
と
で
は
な
い
」
こ

と
が
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る

点
が
委
員
か
ら
高
く
評
価
さ

れ
て
い
た
。

■
学
習
者
用
端
末
は

学
校
段
階
で
書
き
分
け

学
習
者
用
端
末
に
つ
い
て

は
義
務
教
育
段
階
と
高
等
学

校
段
階
を
書
き
分
け
る
。

義
務
教
育
段
階
で
は
既
に

２
０
２
３
年
度
予
算
に
よ
り

１
人
１
台
端
末
整
備
に
関
す

る
経
費
の
３
分
の
２
相
当
の

国
費
支
援
が
決
定
し
て
お

り
、
本
整
備
指
針
で
は
地
方

負
担
分
で
あ
る
３
分
の
１
相

当
を
経
費
と
し
て
講
じ
る
。

高
等
学
校
段
階
の
１
人
１

台
端
末
整
備
に
つ
い
て
は
現

行
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
指
針

に
よ
り
に
３
ク
ラ
ス
に
つ
き

１
ク
ラ
ス
分
の
経
費
が
講
じ

ら
れ
て
お
り
、
次
期
整
備
指

針
で
も
こ
れ
を
踏
襲
す
る
と

と
も
に
低
所
得
者
層
へ
の
支

援
や
予
備
機
に
対
す
る
経
費

が
講
じ
ら
れ
る
予
定
。

■
ク
ラ
ウ
ド
前
提
の

学
習
用
ツ
ー
ル
に

学
習
用
ツ
ー
ル
等
で
最
低

限
必
要
な
も
の
（
ワ
ー
プ

ロ
、
表
計
算
、
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
ブ
ラ
ウ
ザ
、
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
、
Ｗ
ｅ
ｂ
会

議
等
の
ツ
ー
ル
）
は
１
人
１

台
端
末
に
標
準
実
装
さ
れ
る

汎
用
の
ク
ラ
ウ
ド
ツ
ー
ル

（Office365

、Google
W
orkspace

、Apple

製

ア
プ
リ
）の
利
用
を
想
定
し

て
い
る
旨
を
記
載
。
ブ
ラ
ウ

ザ
を
通
し
て
ク
ラ
ウ
ド
に
ア

ク
セ
ス
す
る
こ
と
を
基
本
と

す
る
。
学
習
領
域
と
し
て
ク

ラ
ウ
ド
ス
ト
レ
ー
ジ
が
費
用

な
し
で
活
用
で
き
る
こ
と
か

ら
学
習
用
サ
ー
バ
は
設
置
し

な
い
方
向
。
ク
ラ
ウ
ド
活
用

に
つ
い
て
は
委
員
か
ら
「
ク

ラ
ウ
ド
が
制
限
さ
れ
す
ぎ
、

そ
の
利
便
性
を
実
感
で
き
な

い
環
境
の
ま
ま
個
別
最
適
な

学
び
を
求
め
ら
れ
る
と
い
う

苦
し
い
状
態
に
あ
る
学
校
が

あ
る
。
こ
れ
を
解
決
す
る
方

策
が
必
要
」
と
指
摘
が
あ

り
、
ク
ラ
ウ
ド
環
境
の
設
定

を
仕
様
で
固
め
ず
、
実
態
に

合
わ
せ
て
適
宜
変
更
で
き
る

柔
軟
な
仕
組
み
と
す
る
こ
と

を
提
案
し
た
。

Ａ
Ｉ
ド
リ
ル
や
デ
ジ
タ
ル

ド
リ
ル
等
を
対
象
に
し
た
財

政
支
援
の
適
否
に
つ
い
て
は

現
状
の
費
用
負
担
や
教
材
整

備
指
針
と
の
関
係
等
に
留
意

し
つ
つ
今
後
検
討
す
る
。

「
紙
に
印
刷
す
る
も
の
か

ら
自
分
で
ふ
り
返
り
で
き
る

も
の
ま
で
様
々
な
ド
リ
ル
が

あ
る
。
令
和
の
日
本
型
学
校

教
育
の
実
現
を
目
的
と
す
る

な
ら
ば
子
供
に
委
ね
る
こ
と

が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
選
定

が
望
ま
れ
る
」
と
指
摘
さ
れ

た
。
生
成
Ａ
Ｉ
ツ
ー
ル
に
つ

い
て
は
有
償
レ
ベ
ル
の
検
討

も
視
野
に
入
り
そ
う
だ
。

■
充
電
保
管
庫
か
ら

「
充
電
装
置
」
へ

大
型
提
示
装
置
や
実
物
投

影
機
は
継
続
し
て
整
備
方
針

に
盛
り
込
ま
れ
る
方
向
。
た

だ
し
「
大
型
」
の
再
定
義
が

必
要
で
は
な
い
か
と
い
う
指

摘
も
あ
り
、
複
数
デ
ィ
ス
プ

レ
イ
の
設
置
も
含
め
た
新
た

な
提
示
環
境
が
示
さ
れ
る
可

能
性
が
あ
る
。

第
１
期
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
で
固
定

設
置
が
必
須
と
さ
れ
た
充
電

保
管
庫
は
「
充
電
装
置
」
と

表
現
。
バ
ッ
テ
リ
ー
消
耗
や

充
電
忘
れ
、
予
備
機
保
管
等

の
対
応
を
想
定
し
た
整
備
と

な
り
そ
う
だ
。
委
員
か
ら
は

モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー
配
備

も
検
討
す
べ
き
と
指
摘
さ
れ

た
。

■
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
の
内
容
は

常
に
更
新
が
必
要

Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
に
つ
い
て

は
委
員
か
ら
多
く
の
具
体
的

な
指
摘
が
あ
っ
た
。
端
末
等

活
用
が
進
む
ほ
ど
求
め
ら
れ

る
支
援
内
容
は
高
度
化
す
る

一
方
で
、
端
末
活
用
が
進
ん

で
お
ら
ず
学
校
現
場
の
ニ
ー

ズ
が
高
ま
っ
て
い
な
い
学
校

で
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
に
仕
事

が
依
頼
さ
れ
な
い
、
も
し
く

は
学
校
で
顕
在
化
し
て
い
る

問
題
の
み
対
応
し
て
い
る
に

過
ぎ
ず
学
校
Ｄ
Ｘ
に
向
か
っ

て
い
な
い
と
い
う
課
題
が
あ

り
、
財
務
か
ら
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活

用
に
慣
れ
た
か
ら
配
備
し
な

く
て
良
い
の
で
は
」
と
打
診

さ
れ
る
自
治
体
も
あ
る
よ
う

だ
。
そ
こ
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員

の
能
力
に
応
じ
た
処
遇
改

善
、
優
れ
た
支
援
能
力
を
持

つ
者
の
教
育
委
員
会
職
員
配

備
、
学
校
事
務
職
員
等
と
し

て
の
登
用
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員

で
は
な
く
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
全
体

の
問
題
と
す
る
こ
と
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
支
援
の
具
体
的
内
容
を
整

理
し
て
遠
隔
監
視
シ
ス
テ
ム

や
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
で
可
能
な

業
務
と
学
校
訪
問
が
必
要
な

業
務
を
切
り
分
け
て
高
ス
キ

ル
人
材
を
確
保
し
や
す
く
す

る
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
が
学
校

の
目
指
す
姿
を
提
案
・
具
申

す
る
よ
う
な
立
場
と
す
る
た

め
一
定
の
資
格
取
得
を
奨
励

か
つ
補
助
し
な
が
ら
現
場
で

人
材
育
成
も
行
う
、
管
理
職

と
共
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
も
研

修
に
参
加
す
る
等
の
様
々
な

意
見
が
あ
り
、
整
理
を
進
め

る
。

ＮＥＸＴ ＧＩＧＡへの準備が始まった。デジ
タル学習基盤の充実を前提とした義務教育の在
り方の見直しも進んでいる。子供に委ねる学び
へ移行するためには技術の進展がもたらす変革
を受け入れ、利用する意識が必要になる
２‒３面 生成AIの教育利用

４‒５面 NEXT GIGAに向けて

６面 学校業務改善

７面 教育委員会対象セミナー福岡報告

長
崎
県
の
佐
世
保
市
立
宮

中
学
校
で
は
、
生
徒
会
役
員

が
中
心
に
な
っ
て
情
報
端
末

を
活
用
し
た
生
徒
集
会
を
公

開
し
た
。
テ
ー
マ
は
、
自
主

的
な
学
習
を
進
め
る
に
は
ど

う
し
た
ら
よ
い
か
と
い
う
も

の
で
、
家
庭
学
習
や
授
業
以

外
の
場
面
で
の
学
習
の
仕
方

を
生
徒
自
ら
が
協
議
し
な
が

ら
深
め
た
。
宮
中
学
校
は
長

崎
県
教
育
委
員
会
と
佐
世
保

市
教
育
委
員
会
の
指
定
を
受

け
、
学
習
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力

育
成
に
よ
る
家
庭
学
習
の
向

上
に
関
す
る
研
究
を
推
進
し

て
い
る
。

生
徒
た
ち
は
、
佐
世
保
市

の
同
一
地
区
で
構
成
さ
れ
る

連
合
生
徒
会
で
決
定
し
た
家

庭
学
習
の
目
標
や
各
自
の
家

庭
学
習
の
取
組
状
況
に
つ
い

て
情
報
端
末
や
ク
ラ
ウ
ド
環

境
を
活
用
し
な
が
ら
協
議
。

取
組
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の

ア
イ
デ
ィ
ア
や
、
保
護
者
や

地
域
の
方
か
ら
の
意
見
や
ア

ド
バ
イ
ス
等
を
ク
ラ
ウ
ド
上

で
共
有
し
、
学
び
を
深
め
て

い
く
こ
と
が
で
き
た
。

生
徒
会
長
の
五
反
田
紗
希

さ
ん
は
「
私
た
ち
中
学
生
が

将
来
に
向
け
て
自
立
す
る
た

め
に
も
、
ま
ず
家
庭
学
習
を

充
実
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
だ

と
思
い
ま
す
。
今
ま
で
生
徒

会
活
動
で
や
っ
て
き
た
こ
と

や
今
日
の
話
し
合
い
で
出
て

き
た
こ
と
を
通
し
て
、
更
に

自
立
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」

と
語
っ
た
。

こ
の
取
組
は
研
究
発
表
会

に
お
い
て
公
開
さ
れ
、
多
く

の
関
係
者
が
参
観
。
こ
れ
ま

で
の
授
業
公
開
で
は
、
教
師

が
主
導
す
る
授
業
を
教
室
後

方
で
参
観
し
、
そ
の
後
の
研

究
会
で
教
師
同
士
が
議
論
す

る
こ
と
が
多
く
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活

用
に
つ
い
て
も
、
教
師
や
児

童
生
徒
が
ど
う
活
用
し
て
い

た
か
を
参
観
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。
今
後
は
同
校
の
よ
う

に
、
生
徒
主
体
の
取
組
の
中

で
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
が
進
ん
で

い
く
様
子
を
広
く
公
開
し
て

い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

■指導者用端末整備済み自治体１００%（R６）
■常時端末活用ができるよう十分な予備機を整備している自治
体１００%（R１０）

■無線 LANまたは移動通信システム（LTE等）によりインタ
ーネット接続を行う普通教室１００%（R６）

■端末利用に係る回線の速度を計測・把握した学校１００%（R６）
■課題のある学校についてアセスメント実施済みの自治体１００
%（R７）

■十分なネットワーク速度確保済みの学校１００%（R７）
■クラウド対応の教育情報セキュリティポリシー策定済み自治
体１００%（R７）

■クラウド環境を活用した校務DXを徹底している学校１００%
（R８）
■FAXでのやり取り・押印を原則廃止した学校１００%（R７）
■不合理な手入力作業を一掃した学校１００%（R７）
■生成AI を校務で活用する学校５０%（R７）
■次世代の校務システムの導入を予定する自治体１００%（R８）
■当該年度に ICT研修を受講する教員１００%（R６）
■教師の ICT活用指導力の向上
①授業に ICTを活用して指導する能力１００%（R７）
②児童生徒の ICT活用を指導する能力１００%（R７）

■情報通信技術支援員（ICT支援員）の配置４校/人（R７）
■端末を（児童生徒が）週３回以上活用する小・中学校１００%（R
６）

■デジタル教科書を実践的に活用している学校８０%（R８）
→１００%（R１０）

１
人
１

台
端
末

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
改
善

校
務
Ｄ
Ｘ

端
末
の
積
極
的
活
用

■以下の場面で端末を週３回以上活用する学校
①調べる場面 小・中学校１００%（R８）
②発表・表現する場面 小・中学校８０%（R８）
③教職員とやりとりする場面 小・中学校８０%（R８）
④児童生徒同士でやりとりする場面 小・中学校８０%（R８）
⑤理解度等に合わせて課題に取り組む場面 小・中学校８０%
（R８）

■情報活用能力の底上げとして
①小学校レベル３（※）以下２０%以下（R８） 中学校レベル
５以下２０%以下（R８）※情報活用能力を９段階（最高９）に分類した
もの。主な観点は次。▼基本的な端末操作等▼問題解決・探究における情報活用
▼プログラミング▼情報モラル・セキュリティ意識

②キーボードによる日本語入力スキルの向上（文字/分）
小学校４０字（R８） 中学校６０字（R８）
■希望する不登校児童生徒への授業配信を実施している学校
１００%（R８）
■希望する児童生徒への端末を活用した教育相談を実施してい
る学校１００%（R８）

■外国人児童生徒に対する学習活動等の支援に ICT 端末を活
用している学校１００%（R８）

■障害のある児童生徒や病気療養児等、特別な支援を要する児
童生徒の実態等に応じて ICT を活用した支援を実施してい
る学校１００%（R８）

■ダッシュボード等で進捗管理できる次世代の校務システを導
入済みの自治体１００%（R１１）

■教職員の働き方改革にも資するロケーションフリーでの校務
処理を行っている自治体１００%（R１１）

個
別
最
適
・
協
働
的

な
学
び
の
充
実

情
報
活
用
能
力

の
向
上

学
び
の
保
障

働
き
方
改
革

へ
の
寄
与

GIGA第２期最低スペック基準
Windows１１Pro/Education 相当
※最新OSにアップデート
ChromeOS
※最新OSにアップデート
iPadOS
※最新OSにアップデート
世代変更により機能向上（Celeron は約３０％機能
向上）

【Windows】【Chrome】仕様としては同様だが高速
ストレージを推奨【iPadOS】６４GB以上
【Windows】８GB 以上※活用実態を踏まえ４GB
のメモリも許容
１０～１４インチ
【Windows】【Chrome】IEEE ８０２．１１a/b/g/n/ac/
ax 以上※無線規格WiFi６に対応し高速かつ安定し
た通信が可能（無線APが対応している必要あり）
ハードウェアキーボード及びタッチペン
インカメラ及びアウトカメラ※両側カメラを必須に
変更
【Windows】【Chrome】USB３．０以上の規格であっ
てUSB Type-C PD（Power Delivery）に対応した
ポートを１つ以上有していること※広く普及してい
る充電器やモバイルバッテリーによる充電が可能に
OSメーカーが提供するソフトウェアやライセンス
のバージョンアップ費用を補助対象に含める
端末の稼働状況を取得できる機能
適切なセキュリティ対策機能（マルウェア対策等）
Webフィルタリング機能※地財措置

GIGA第１期標準仕様書
Microsoft Windows１０Pro
相当
Google ChromeOS

iPadOS
【Windows】【Chrome】Intel C
eleron N４５００と同等以上
【iPadOS】―
【Windows】６４GB 以上【Chro
me】３２GB以上
【iPadOS】３２GB以上
【Windows】【Chrome】４GB
以上【iPadOS】－
９～１４㌅（１１～１３㌅が望ましい）

IEEE８０２．１１a/b/g/n/ac 以上

ハードウェアキーボード

インカメラ or アウトカメラ

【Windows】【Chrome】USB
３．０以上×１以上

OS

CPU

ストレ
ー ジ

メモリ
画 面

無 線

周辺
機器
カメラ
機 能

外部接
続端子

その他
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ＮＥＸＴ ＧＩＧＡで
子供に委ねる学びへ
ＮＥＸＴ ＧＩＧＡで
子供に委ねる学びへ
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弥生・蚕月・建辰月
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～佐世保市立宮中学校の取組から～～佐世保市立宮中学校の取組から～
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次期 ICT環境整備方針 方向性固まる

指
導
者
用
端
末
１００
％
整
備
ア
セ
ス
メ
ン
ト
実
施
な
ど

義務教育と高等学校を分けて整理

33生徒集会で「自主的な学び」を討議33生徒集会で「自主的な学び」を討議

家庭学習の進め方を提案する

クラウドを活用して意見共有する

教育DXに係るKPI の方向性（カッコ内は達成目標年度）
（１） ２０２４年（令和６年）３月４日（月曜日）
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教員研修
授業活用

教員研修
授業活用連載 ＧＩＧＡ端末を活かす！

インプット アウトカム




